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研究成果の概要（和文）：本研究では，東京外国語大学で実施している自律学習支援のうち、特に「英語
e-Learning」学習者および「フランス語e-Learning」学習者を対象とし，それぞれの評価タスク，学習ストラテ
ジー等に関するアンケート調査，学習者ポートフォリオデータ分析等を通して，学習者の言語学習行動を指標化
することで、その可視化を試みた。本研究で得られた成果は他言語にも適用する基礎となりうるものであり、と
りわけヨーロッパ言語共通参照枠に準拠したスピーキング・スキルの指導と評価の改善に向けた研究につながる
ものである。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to visualize learning behaviors by Japanese learners of
 English or French as foreign languages.  By examing the learners' language proficiency, learning 
strategies, and e-learning portofolio, learner properties were described and analyzed to better 
inform teaching programs.  The results of this study can be applied to other languages and 
contribute to improving the quality of foreign language education.  Furthermore, this research 
serves as a basis for future research on developing CEFR-based foreign language speaking skills and 
assessment system.

研究分野：応用言語学
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１．研究開始当初の背景 

 e-Learningは、従来の紙ベースの教材を用

いた対面型の学習では実現が不可能であっ

た多様な学習の可能性をもたらした。ウェブ

ベースの教材は常に更新・改訂が可能であり、

どこからでもアクセスすることができる。ま

た、コンピュータ技術の発展に伴い、個別の

ニーズに応じたコンテンツの提供を動的に

行ったり、コンピュータによる即時フィード

バックを行ったりと、自律学習支援の仕組み

はますます高度化しつつある。しかしながら、

e-Learning 自体が未だ研究蓄積の少ない分

野であり、現在国内の研究は、システム設計、

効果的デザイン、教師と学習者の役割等の運

用面での技術的分析とソフトウェア開発が

主であり、実際に e-Learning が実施される

中での学習者の学習行動の解析をテーマと

する研究はまだ少ない。 

 東京外国語大学の英語学習支援センター

(以下 ELC)は、文部科学省の特別教育研究経

費による「世界の『言語・文化・地域』理解

のための最適化教育プログラム」(平成 19-24

年度)によって基礎が築かれ、その後、大学教

育推進プログラム「英語学習支援・評価シス

テム連環プログラム」(平成 21-23 年度)の補

助金を受けて、本格的運用が始まった。本科

研の研究代表者は ELC の設置当初から運営

に関わってきた。ELCは全在学生を対象とし、

英語の自律学習支援のために e-Learning プ

ログラムをはじめとする様々な学習プログ

ラムの提供と、欧州言語共通参照枠(Common 

European Framework of Reference for 

Languages: 以下 CEFR)に準拠した多面的

な学習能力評価を行っている。学生が主体的

に自分の英語学習の目標を立て、レベルに適

した学習方法と素材を選択し、学習の進捗を

自らモニターしながらスケジュール管理す

るよう促すことで「自律的英語学習」を支援

している。 

 同様に Moodle（ウェブ上オンライン学習

システム）を基盤とするフランス語

e-Learningでは、Global COEプログラム「コ

ーパスに基づく言語学教育研究拠点」(平成

19-23 年度)で開発された Web フランス語初

級文法教材が利用されてきた。本教材も教師

の助言の下に、学生が自らフランス語学習の

目標を立て選択し、自らが進捗をモニターし

ながら学習することができるものである。 

 同プログラムは、東京外国語大学大学院 21

世紀 COE プログラム「言語運用を基盤とす

る言語情報学拠点」の研究成果を活かして開

発され、会話モジュールでは英語やフランス

語を含めた 22の言語で教材を公開している。

4 種類の学習モデルから学習者自らが選択で

きる設計となっているなど、学習目的や学習

方略に応じて効率的な自律学習を可能とし、

本研究の分析に有効であった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、東京外国語大学で実施してい

る外国語の自律学習支援課題に取り組む学

習者がどのような学習行動をとっているの

か、それを把握するため、学習者の評価タス

ク、アンケート調査、学習者ポートフォリオ

データ分析等を通して、学習者の学習行動を

指標化し、学習行動を可視化するための理論

と研究手法を検討した。 

 大学入学以前に学習経験があると思われ

る英語と、大学入学後初めて学ぶ可能性の高

いフランス語の二言語を調査することで、学

習段階の異なる言語においての e-Learning

を介した学習行動の可視化を試みた。また本

研究は、その成果を将来的には他言語の学習

にも応用し、言語教育の高度化と効率化を目

指して行われた。 

 本研究では、e-Learningの中でも研究前例

の少ないスピーキングに関する e-Learning

学習に特に焦点をあてた。ELCのe-Learning

とフランス語 e-Learning を研究対象とし、

英語およびフランス語学習者の学習行動を



観察し、学習者特性、学習者自己評価と到達

度との関連性を分析することで、e-Learning

による学習の効率性と教育課程への組み込

み方法について探求することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、e-Learningが導入されて既に

数年の実績をもつ東京外国語大学の英語教

育とフランス語教育において、学習者がどの

ような学習行動を通じて、各自の到達目標に

接近しようとしているのかを、e-Learningの

ハード面（アクセス情報、ページデザイン、

ページ遷移、ページ滞留時間、タスク活動の

所要時間、ダウンロード履歴、成績等のフィ

ードバック情報等）とソフト面（CEFRによ

る到達目標設定、評価タスクでのパフォーマ

ンス、学習方略、学習者意識等）の両面から

調査した。具体的には、CEFRレベルを指標

とし、学習行動に影響を与えると思われる要

因を特定した上で、要因全体と各要因間の関

係を解析することで、e-Learningに基づく英

語およびフランス語学習者の学習行動を可

視化し、最適な学習方略を探ることで自律学

習の高度化を図った。本研究では、東京外国

語大学の 1 年生について英語学習者およそ

270 名とフランス語学習者およそ 60 名を対

象とし、2年間の経年的観察を行った。 

 併せて、Eラーニング・コンテンツの継続

的な開発のために、文法・語彙・発音習得に

関する基礎研究も行った。 

 

４．研究成果 

(1)英語およびフランス語の学習行動可視化

に関わる研究成果 

 英語については、独自開発のスピーキング

テストおよび学習課題を活用し、言語能力に

関する評価タスクの開発を行った。2014 年

度以前から蓄積されていた英語スピーキン

グテストの文字化を行うとともに、独自に開

発した評価基準の精査を実施し、テストタス

クの内容の再考をした。これらの調査結果は

2014-2017年の言語テスト学会で発表した。 

 また、Moodle を用いた英語スピーキン

グ・タスクの開発・実行・評価を行い、学習

者が同タスクの有用性をどの様に感じてい

るか、またタスクの問題点などを検証し、

2016年に学会で発表した。 

 さらに、コンピュータを介したスピーキン

グテストに対する動機づけ、テストの妥当性

に関する評価、テスト不安等の学習者意識に

ついても調査し、TOEIC スピーキング・ス

コアとの関連を検証した結果を 2015 年の学

会で発表した。 

 学習方略調査については、英語学習者が使

用するスピーキング方略を Oxford が開発し

た言語学習方略調査紙(Strategy Inventory 

for Language Learning)を用いて調べ、

TOEIC テスト結果との関連等について検証

した。加えて、調査項目に学習者意識を加え

た分析を実施し、学習者の学習実態と意識と

の関連を明らかにした。これらの研究成果は、

2017年に学会で発表した。 

 フランス語学習者を対象としたスピーキ

ング学習方略の調査に関しては、2015 年 1

月に 2年生を対象とする、A1-A2レベルのタ

スクを利用したスピーキング能力評価とス

ピーキング学習方略の調査を実施し、その結

果を学会報告した。2016 年度には上記の調

査について、スピーキング評価の指標をさら

に精緻化するため、2015 年の評価指標に加

えて、CEFRと ACTFLのスピーキング指標

を利用したスピーキング評価を前年度のデ

ータについて実施し、これら３つの異なる評

価指標の特性、その妥当性について検討し、

成果の学会報告を行った。 

 E-ラーニングについては、Moodleの録音

課題用のプラグインにWeb Speech APIを組

み込み、録音と同時に文字化する機能を実装

し GitHubに公開した。またMoodle用録音

プラグインを開発し改良を続けた。さらに、



TUFS 言語モジュール学習者用をHTML5

化し、公開した。英語発音モジュールも当初

Adobe Flashで作成されていたものを、

HTML5で作り直した。加えて、Moodle上

の CEFR-J自己評価アンケートを作成した。 

(2)スピーキング・タスク開発のための基礎研

究の成果について 

 英語学習において大学生が習得すべき文

法と語彙について、話し言葉における用法に

留意しつつ研究を行った。文法については、

特に日本人学習者が誤りやすい項目や、規範

と慣用との相違点に注目して、大学生が高校

までの学習をもとに補強すべき点と方法に

関して基礎研究を行い、演習問題を通した指

導法の実践を行った。 

 語彙については、書き言葉に限らず話し言

葉でもよく用いられる「単語」と「成句」で、

大学生が習得しておくことが望ましいと考

えられるものに関して研究を行った。単語に

ついては、大学レベルで習得すべきものとし

て、特にラテン語やギリシア語に由来する英

単語のうち、一般的によく用いられる語の効

率的な学習法に関して基礎研究を行い、演習

問題を通した指導法の実践を行った。また、

成句に関しては、句動詞・イディオム、諺な

どの用法について観察し、「NHKラジオ実践

ビジネス英語」等の自習教材を用いて自律学

習する方法について、基礎研究を行った。 

発音に関しては、日本人英語学習者がどの

ように英語の音声を習得していくのかを調

べるため、中上級レベルの英語力をもつ大学

生の英語イントネーション習得を観察した。

具体的には、発音、特にイントネーションの

うち日本人学習者にとって難しいとされる

核配置と音調を正確に使い分けることがで

きるようになるか、英語圏への約 1年の留学

期間を経た学生と、同じ期間国内に留まり英

語学習を続けた学生との間で違いが見られ

るのか、比較した。留学前のグループ間の英

語力に差がないことを確認した上で、約 1年

の留学／授業の前後に特殊なイントネーシ

ョンパターンを持つ文を読み上げさせた音

声を録音し、音声分析ソフトにかけた上でい

くつかの指標を用いて分析した。その結果、

英語圏への留学により、分節音については留

学前の誤った発音が修正されたり留学先の

地域方言特有の発音を新たに身につけたり

して帰国した学習者が複数いたのに対し、イ

ントネーションの核配置については留学の

前後でどの学習者もほとんど変化を見せな

かった。一方で、留学をせず、音声学の明示

的な指導を受けることによってイントネー

ションの核配置が一部改善された学習者が

いた。これらのことから英語イントネーショ

ン習得の難易度の違いを実証した。 
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ブラウザプラグインを使用しない録音用の
課題プラグイン 

https://moodle.org/mod/forum/discuss.php?

d=338156 
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